
各種イベントで地域活性化
 6 月上旬  紅の蔵 村木沢産フェアー 

 8 月中旬  枝豆もぎ取り体験 
枝豆「湯あがり娘」のもぎ取り体験 

 9 月中旬  そば花祭り 
そばの開花時期に合わせて手打ちそば

を食べるお祭り 

 9 月下旬  枝豆もぎ取り体験 
枝豆「秘伝」のもぎ取り体験

10 月下旬  新そば祭り 

11 月上旬  紅の蔵 村木沢産フェアー 

11 月中旬  収穫感謝祭 
自然乾燥米のおにぎりと「悪戸いも」で

芋煮会 

雪国でも２年で３作

加工・販売で売上ＵＰ

６次産業化の取組として、業者に 

加工を委託し、そば、ラーメン、 

豆腐などを販売。伝統野菜の 

「悪戸いも」などを使った 

商品開発にも力を入れている。 

担い手を育成するため、２０歳代から３０歳代

の農作業に従事する従業員を５名雇用。 

いずれも農業に初めて従事するため、農業機械

の操作、農作業について、栽培担当理事が教え

ている。 

そばの単作や大豆の連作障害を解決するため、大豆、小麦、そば

の２年３作に取り組み、農地をフルに活用している。 

大豆の品種を早生に切り替え、播種時期を早めることなどによ

り、雪国でも実現可能にしている。 

お問い合わせ先 

農事組合法人 村木沢あじさい営農組合 

山形市大字村木沢７１９８－２ 

ＴＥＬ：０２３－６７４－７５３８ 

枝豆もぎ取りは、500 円

で 4kg ほど取れ、毎年楽

しみにしているリピータ

ーも多い！ 

地下水位の制御で水田を畑地化

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 月

1年目 2年目

１日就農体験も

行っている。 

大豆

小麦

そば

「そりそり」山

形市周辺の方言

で「サックサク」

の意味。 

新規就農も支援

水田で畑作作物（転作）を安

定生産するために、地下かん

がい施設を整備。これによ

り、排水対策と地下からのか

んがいが可能となり、大雨や

干ばつに対応。収量、品質、

作業性がＵＰする。 

用水路など

から給水 

排水路 

地下水位制御のイメージ 

干ばつ時などは地下からかんがい 

大雨の時などは地下水を排除 

直売所で人気の「秘伝

そりそり」大豆を煎っ

たお菓子で、食べると

やめられなくなる味。 

１３ 

地下水位を 

調整 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水
田
畑
地
化
で 

地
域
の
農
業
を
守
る 

 

山
形
市
の
西
部
に
広
が
る
農
地
、
村
木
沢

地
区
。
こ
こ
に
、
平
成
18
年
に
集
落
営
農
組

織
と
し
て
設
立
し
、
平
成
25
年
４
月
に
法
人

化
さ
れ
た
「
村
木
沢
あ
じ
さ
い
営
農
組
合
」

が
あ
る
。
営
農
組
合
の
経
営
面
積
は
約
200

ha

で
あ
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
に
、
約
70

ha
の
水
田
に
排
水
と

地
下
か
ん
が
い
が
可
能
な
地
下
水
位
制
御
シ

ス
テ
ム
を
導
入
（
水
田
畑
地
化
）
し
、
大
豆
、

小
麦
、
そ
ば
の
２
年
３
作
を
実
践
。
ま
た
、

伝
統
野
菜
で
も
あ
る
「
悪
戸
い
も
」（
さ
と
い

も
）
や
、
園
芸
作
物
の
生
産
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
生
産
物
は
、
味
噌
、
生
そ
ば
、
ラ

ー
メ
ン
な
ど
に
加
工
し
販
売
も
行
っ
て
い

る
。 

 ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
を
受
賞 

 
そ
の
他
に
も
、
体
験
型
の
地
域
住
民
参
加

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
担
い
手
育
成
に
向
け

て
二
十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
の
農
作
業
従
事

者
を
雇
用
す
る
な
ど
、
営
農
組
合
の
取
組
が

評
価
さ
れ
、
平
成
25
年
11
月
に
東
北
農
政
局

長
賞
・
山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。 

１ Ｈ２５年春から雇用

の新規就農の青年。主

に機械作業に従事。 

２ 農政改変により、転

作作物の作付割合の変

更や、委託加工による

加工品販売の強化など

が必要と話す、開沼組

合長。 
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